
                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           

                                                                                       

                                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

◆期間：令和２年８月下旬～９月末  ◆対象：自治会・各種団体役員など  ◆回答３２４件 

 

 

 

17
6
1
6
9
11
13
15
19
22
31
34
39
52

135
152

216

16.特になし

17.その他

15.地域の情報が入手しやすい

14.美化

7.人間関係

10.歴史・文化が息づく

6.高齢者の生活環境

12.交通の安全

8.地域の連帯

9.地域の活動が盛ん

5.子育て環境

4.災害に強い

11.中心市街地までの交通の便

13.治安

3.医療機関が身近にある

1.自然環境

2.日常の買い物が便利

問１ 地域の良い点 問２ 地域の課題点 

問３ 鳥羽川を生かす取り組み 

問４ 現在又は将来に向けて困ることや不安に感じること 

問４（１）高齢化に関する具体的な内容 問４（２）子育てに関する具体的な内容 

問４（４）防犯に関する具体的な内容 問４（５）交通安全に関する具体的な内容 

問４（６）防災に関する具体的な内容 問４（７）不動産等の管理に関する具体的な内容 

21

14

49

109

110

122

142

160

207

9.特になし

8.その他

3.近隣関係

4.防犯

7.不動産等の管理

2.子育て

5.交通安全

6.防災

1.高齢化 問 4(1) 

問 4(6) 

問 4(5) 

                    問 4(2) 

                 問 4(7) 

                 問 4(4) 

       問 4(3)（別紙） 

問 4(8)（別紙） 

4

20

36

38

105

5.その他

4.地域への参加

2.社会的に孤立

3.買い物等の移動手段

1.健康

0

0

0

4

20

36

38

105

8.その他

6.ストレス

7.相談相手がいない

5.しつけ

4.人間関係

2.安全

3.仕事との両立

1.教育

12

11

45

51

53

60

6.その他

4.家具の倒壊

5.情報入手

3.自宅の損壊

2.避難先

1.災害時避難方法

6

32

42

60

4.その他

3.庭の管理

1.田畑の管理

2.家屋の管理

1.20歳未満

1%

2.20歳代

1%

3.30歳代

13%

4.40歳代

18%

5.50歳代

12%6.60歳代

19%

7.70歳代

20%

8.80歳代

以上

8%

無回答

8%

問23(2)

年代

1.男性

43%2.女性

49%

無回答

8%

問23(3)

性別

1.加入

83%

2.未加入

7%

無回答

10%

問23(5)

自治会加入の有無

1.所属している

30%

2.していない

53%

3.無回答

17%
問23(6)

各種団体・

ボランティアへの所属

12

39

81

81

151

175

6.その他

5.鳥羽川をテーマにした環境学習・講座開催

3.水遊び（水辺の楽校）などの親水空間を整備・活用

4.清掃活動

2.復活の兆しのあるホタルの保護育成

1.散策路としての堤防道路の環境向上

10

28

38

52

4.その他

3.青少年の非行

2.夜間の外出

1.不審者の出没

24

15

30

45

56

5.その他

4.交通違反

2.狭隘な生活道路の通過交通

1.車両の騒音

3.信号のない抜け道の通過交通

（人） （人） 

（人） 

53
19

2
3
8

16
17
20
20

30
35
39
39
41
46
49

55
73

17.特にない

18.その他

13.治安

1.自然環境

3.医療機関が身近にない

5.子育て環境

7.人間関係

2.日常の買い物が不便

4.災害に脆弱

15.ふん害

16.地域の情報が入手しにくい

9.地域の活動が乏しい

12.交通の安全

14.ポイ捨て

10.歴史・文化がよくわからない

6.高齢者の生活環境

8.地域の連帯

11.中心市街地までの交通の便

1、1年未満

1%
2、1年以上5年未満

8%

3、5年以上

10年未満

8%
4、10年以上

20年未満

16%

5、20年以上

58%

無回答

9%

問23(4)

居住年数

1.粟野西

50%

2.粟野東

（粟野を

含む）

41%

3.無回答

9%

問23(1)

区域

6 岩野田北地区まちづくりアンケート集計結果 
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問５ 家事の援助を有償ボランティアに依頼したいか 

4
1
1
3
4
6

20
25

46
53

66

11.その他

2.洗濯

5.犬の散歩

6.子供の送迎

7.調理

1.布団干し

3.掃除

4.家具の移動

8.除草

10.粗大ごみの搬出

9.庭木の剪定

問５（２）依頼したい作業 

問６ 前回のアンケートで寄せられた課題の現状と、各課題に対しての必要な取り組み 

5

38

46

49

54

65

6.その他

4.自治会・各種団体の連帯強化

1.地域交流イベントの開催

2.日常的に集まる場所・機会づくり

5.自治会加入促進

3.地域情報の周知

7

31

33

77

96

5.その他

4.自治会・各種団体の連携強化

3.交流行事等への参加を

呼び掛けるなどひきこもり抑止策

2.家事援助

1.安否確認

9

43

75

109

4.その他

3.啓発看板設置

2.生活道路や抜け道の

通過交通抑制

1.地域モラルの向上

1.有償ボランティアの依頼

することはない, 165

2.有償ボランティアの依

頼又は今後必要に応じて

検討したい, 129

7

58

107

3.その他

2.啓発看板設置

1.地域モラルの

向上

4

31

38

48

100

5.その他

3.まちづくりサロンの拡充

4.公民館等で交流の場を開設

2.ホームページの充実

1.広報紙の充実

(8)の必要な取り組みは問 7-3 に掲載。 

（人） （人） 

（人） 

1.（一部）改善, 

59

2.改善しない, 

33
3.分からない, 

179

(1)地域の連帯

１.(一部)改善, 

61

２.改善しない, 

31３.分からない, 

179

(2)高齢者の生活環境

1.（一部）改善, 

68

2.改善しない, 

69

3.分からない, 

128

(3)ポイ捨て

1.（一部）改善, 

36

2.改善しない, 

33

3.分からない, 

193

(4)郷土の歴史文化が

分からない

1.（一部）改善, 

59

2.改善しない, 

168

3.分からない, 

141

(5)ふん害

1.（一部）改善, 

98

2.改善しない, 

109

3.分からない, 

102

(6)交通安全

1.（一部）改善, 

74

2.改善しない, 

44

3.分からない, 

154

(7)地域の情報入手

1.（一部）改善, 

28

2.改善しない, 

15

3.分からない, 

140

(8)地域の活動が乏しい

5

4

34

51

72

5.その他

4.地域資源マップの作成

1.講座の開催

3.ウォーキングなど歴史探訪イベント

2.広報紙・ホームページ等での情報提供

11

24

36

62

88

112

6.その他

3.啓発看板設置

4.抜本的解決に向けた安全で

生活環境を守る道路網整備

5.交通マナーの徹底

1.生活道路や抜け道の交通抑制

2.安全施設（カーブミラー・信号・

ガードレール等）の整備

49 
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12

19

21

47

64

73

112

212

127

240

164

179

128

193

129

82

151

43

116

80

111

42

61

17

6.ホームページの開設（常設）

5.広報紙の発行

4.まちづくりサロン開催（毎月第3日曜）

3.健康ウオーキング（年数回）

7.コミュニティコンサート（共催）

2.青パト安全活動（随時）

8.スポーツ広場（共催）

1.夏まつり（年1回）

参加したことがある 知ってはいる 知らない

1.一定の役割を

果たしている, 

190

2.役割を

果たして

いない, 27

93

3

4

6

11

13

18

20

25

27

56

69

11.参加しない

6.ホームページの企画・運営

5.広報紙の企画編集

8.まちづくり協議会の運営

12.その他

7.コミュニティバスの運営

4.まちづくりサロン

9.まちづくりの提案

2.青パト安全活動

10.地域課題の解決

3.健康ウオーキングの企画・運営

1.夏まつりの企画・運営

問 9 協議会の事業について知っているか 

問 10 どの活動に参加したいか 

問 11 住民の参加を促進し、まちづくり活動の輪を広げるための取り組み 

問 12 住民参画のもとに、まちづくりをより効率的・効果的に推進するには 

9

27

30

36

42

57

80

80

95

114

10.その他

7.まちづくり全般についてノウハウを共有・継承する

5.まちづくりキャンペーンを実施する

2.地域課題を自分自身の課題として認識を深めてもらう

8.地域が目指す将来像や目的を明確化する

6.活動や行事に共感が得られるよう事業趣旨を明確に示す

1.地域への愛着を深めてもらう

9.必要なくなった活動がないか検証をする

4.あいさつやリサイクルなど一人ひとりが

日常的に取り組むことのできる活動を促進する

3.個人の負担を軽くする

問7-3 重要だと思われるまちづくり協議会の役割 

4

9

16

20

22

31

33

36

41

44

57

61

71

112

115

15.その他

14.生涯学習の促進

13.課題解決に向かた企画立案

10.ボランティア活動の促進

9.美化の促進

8.健康・福祉の促進

12.住民ニーズの促進

6.自治会の発展・加入促進

11.地域の情報提供

5.住民交流イベントの開催

7.防犯の促進

4.防災の促進

3.子育て支援の促進

2.高齢者支援の促進

1.自治会と各種団体の連携促進

（人） 問 7 まちづくり協議会は自治会・各種団体の

連携の役割を果たしていると思うか 
（人） 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 

11

18

31

35

41

41

46

47

54

62

63

67

12.その他

9.地域が収入を得られるような活動（コミュニティビジネス）を企

画する

4.課題の解決にあたり目標値などを設置し、達成具合を検証・評

価・改善する

10.ボランティア（無償又は有償）による支援・サービス等の希望

ニーズを把握し、ボランティアとのマッチングを図る

6.健康づくりと歴史探訪を図るウォーキングイベントのように、事

業の多目的化・効率化を図る

7.自治会や各種団体等の連携を図り、類似した活動・行事の共催を

促進する

1.参加者が課題やアイデアをカードに書き出し、みんなで話し合う

ワークショップを開催する

2.グループで地域の課題や資源をマップに記す「まち歩き」を開催

する

11.自治会未加入者への対応策を講じる

5.住民参画のきっかけとして地域デビュー（ボランティア入門）講

座を開催する

8.訓練や奉仕活動に楽しんで参加できるような企画を盛り込む

3.まちづくりの課題を写真や動画で共有する

50 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13 地域内・外の人にとって魅力的な企画 問 15 情報を得る手段として 

インターネットやメールを利用するか 

3

13

14

15

72

134

222

7.その他

5.メールを利用しない

4.インターネットを利用しない

6.自分では操作しないが家族に見せてもらう

2.携帯電話を利用する

3.パソコンを利用する

1.スマートフォンを利用する

問 17 公益財団法人や非営利法人などと連携

することについてどう思うか 

問 18 岐阜市住民自治基本条例を知っているか 

1.知っている, 19

2.条例の名前は聞

いたことがある, 

52
3.知らない, 

223

問 18-2 市との協働制度について知っていること 

1.よく利用する, 6 2.利用したことが

ある, 28

3.家族がよく利用

する, 1

4.家族が利用した

ことがある, 115.利用したことが

ない, 260

6.運行している

ことを知らな

かった, 4

問 19 コミュニティバスの利用状況 

29

11

19

49

78

91

96

99

8.その他

6.コミバスをテーマにした

作品を募集する

5.車内に作品展示をする

2.各種団体を通じて利用を呼び掛ける

1.自治会を通じて利用を呼び掛ける

4.試乗体験会を開催する

3.利用者の無いルートを見直すなど

走行距離・時間を短くする

7.コミバスを利用して名所探訪などの

イベントを開催する

問 19-2 コミュニティバスの利用促進のための取り組み 

問 20 市との協働を進化させるために必要な取り組み 

（人） 
（人） 

（人） 

（人） （人） 

（人） 

（人） 

（人） 

10

19

36

42

48

50

51

86

94

108

10.その他

9.地域課題の解決を図る企画

8.社会参加が実感できる企画

7.生涯学習意欲を満たす企画

1.地域の歴史文化や自然に触れる企画

6.三世代が交流できる企画

3.趣味や愛好家のニーズに応える企画

4.本物の音楽や芸能などに出会う企画

2.子どもを対象とした企画

5.フリーマーケットのような誰もが参加できる企画

4

30

66

114

140

5.その他

4.連携する必要はない

3.幅広い住民ニーズに対応できる

2.地域の担い手が不足する分野を補完できる

1.専門的なノウハウが生かされることを期待する

20

25

33

49

76

79

155

3.協議の場（市との協働事業を提案）

1.アダプト・プログラム（美化等の取り組みを支援）

2.市民活動支援事業（提案を審査・助成）

7.ホッとタウンプロジェクト

（青パト安全活動の支援等）

4.まちづくり協働会の支援（情勢等）

5.自治会の支援（助成等）

6.資源分別回収（奨励金）

11

28

38

55

56

78

6.その他

4.市の全ての部署で「岩野田北地域ビジョン」を共有し、

地域を総合的に支援

5.近い将来、地域の創意工夫でまちづくりを推進するための

一定の予算・権限を地域に委譲

2.地域と市が互いに学び合い育ち合う勉強会の開催

1.市の協働制度（問18-2参照）の活用

3.市は地域の提案について地域と合同で検討・計画立案

51 

 


